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１．はじめに 

カーボンブラック（CB）は、一次粒子径が 5

～500nmの炭素の微粉末で、ゴムの補強材や顔

料、導電材などさまざまな材料として利用され

ています。この CB は、天然ガスや石油といっ

た炭化水素を原料として、不完全燃焼や熱分解

させることにより製造されています。製造の際

の原料種類や熱処理条件により、得られる CB

の粒子径、構造、表面性状（CBの三大特性）は

大きく異なります。この中で表面性状を知るた

めの一つの方法として水酸基やカルボキシル基

などの含酸素官能基の測定があります。含酸素

官能基の種類や量は、CBの電気特性・分散性・

吸着性などの特性を大きく左右するため、CBを

さまざまな材料へ応用するにあたって重要な指

標となります。今回は、当センターが保有する

昇温脱離（TPD）測定装置による CB の含酸素

官能基の測定例を紹介します。 

２．TPD法とは 

 TPD法とは、試料を不活性ガス気流中で加熱

していき、その際に脱離した成分を分析する手

法です。CBが含酸素官能基を有する場合、加熱

に伴い含酸素官能基が分解・脱離して生成する

CO2や H2O などの成分を定量することにより、

含酸素官能基量を見積もることができます。ま

た、各成分の脱離温度により含酸素官能基の種

類を推定することも可能です。他の含酸素官能

基評価法と比較して、簡便かつ試料全体の含酸

素官能基量を評価できる特徴があります。 

３．測定例 

 重質油を原料とするオイルファーネスブラッ

ク（試料①）とアセチレンガスを原料とするア

セチレンブラック（試料②）の 2 種類の CB に

ついて、TPD法により昇温中に脱離する CO2の

定量を行いました。測定は、図１の TPD測定装

置（マイクロトラック・ベル(株)社製 BELCAT

Ⅱ）を用いて実施しました。それぞれの試料を

ガラス管に 100mg 入れて He を 30mL/min 流

通し、昇温速度 10℃/min で 800℃まで昇温し

ました。昇温中に脱離した CO2は四重極型質量

分析計により定量しました。測定結果を図２に

示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2から、試料①は試料②と比較して CO2の

脱離量が全ての温度域で多いことがわかります。

このことから、試料①は試料②に比べて含酸素

官能基量が多いと考えられます。試料①は、製

造工程において重質油を不完全燃焼させる際に、

含酸素官能基が多く生成しやすいのに対し、試

料②はアセチレンガスの熱分解により製造され

るため含酸素官能基が生成しづらく、上述のよ

うな結果になったと考えられます。また、試料

①の CO2脱離量は 300℃付近にピークがあるこ

とから、含酸素官能基の種類としてカルボキシ

ル基やラクトン基が多く存在すると推定されま

す 1)。 

４．おわりに 

 当センターでは、TPD法を用いた触媒の評価

や吸着材の性能評価試験等も行っております。

ご関心のある方は、お気軽にご相談下さい。 
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